
企業法 論文学習法

担当：大橋講師

1

１．短答式試験と論文式試験の違い
２．良い答案とは
３．良い答案を書く能力を付けるために必要な作業
４．具体的な学習イメージ・問題集に関する留意点
５．その他
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１．短答式試験と論文式試験の違い

【短答式試験】：

多くの場合、条文知識に基づく文章の〇×の判断（結論の判断のみ）

【論文式試験】：

・問題文の事例の状況を分析・理解し、

・いかなる条文・論点を書くかを判断し、

・順序だてて論述する。(各小問で、10～20行前後)
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σ
登場する会社人物

第77関門選択

り、問 2 つ 合計 30行 で 50点
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２．良い答案とは
◎答案作成は、ブロック（積み木＝知識のかたまり）の積み上げ

◎良い答案とは
解答の軸とした条文選択が正しい

（第１関門・第２関門） ブロックの選択が正しい

論述の表現・内容が適切
（特に、論点型問題の場合） 個々のブロックの形がきれい

論述の順序が適切
全体のバランスが良い

ブロックを重ねる順番が正しい
バランスがきれい

知識
知識 知識

知識
知識知識 選んで 積み上げる
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３．良い答案を書く能力を付けるために必要な作業

【インプット】的学習 ： テキストの精読

【アウトプット】的学習 ： 答練・問題集

ⅰ条文知識の整理、論点（論証例）の理解 ＝ いろいろなブロックをそろえる

ⅱ正しい表現・論述を身に付ける ＝ ブロックの形をきれいにする

両者は表裏一体。密接に関連 ⇒ バランスが重要（往復）

ⅰ適切な条文・論点の選択（第一/第二関門） ＝ 適切なブロックを選ぶ訓練

ⅱ適切な表現・順序・バランスで論述する ＝ 積み上げのパターンに慣れる
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４．具体的な学習イメージ

※ 問題集の問題は、全て同じ強度で取り組む必要はない。

テキストの精読 問題集 答練を受ける

条文知識の整理 論点・論証例
を理解・覚える

① ② ③

（重要性と問題のタイプによる）

論点の論証例は、テキスト記載の流れで何度か書く。
（ ⇒ 文章を書くことへの慣れ）

答練（基礎・応用）の進度を目安に①・②・③を繰り返して進む

【１月～４月までの学習イメージ】

往復

（準備をした上で）

※ 論文対策講義は、過去問を使った実践的な内容。学習が進んだ段階で受講すると良い。

※
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４-２．問題集に関する留意点

※ 問題集の問題は、全て同じ強度で取り組む必要はない。

例えば、no.２（p.5）
問「公開会社・非公開会社で比較しなさい。」

①総会の招集通知 ②議題提案権

 ⇒ ポイント（①書面か・期間 ②少数/単独、保有期間）
  条文の確認（必要に応じて、趣旨も）

論文対策講義では、H27以降の論文式本試験（H27第
２問を除く）の演習・解答分析を扱います。

上記の過去問も問題集に収録されていますが、それら
は、論文対策講義の受講時に解く（答案構成をする）の
で、それまではスキップ。
１月・２月は、他の問題を通じて、知識の確認・整理。

覚えた知識をスムーズ
に引き出せるように
することが目的
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５．その他

・丸暗記はほとんど意味はない。
ただし、理論の勉強に覚えることは必要不可欠。

・どのような目的で何を覚えようとしているのか意識する。
⇒ ①理解した内容の定着 or ②正しい表現・論述

ポイントに要約して覚える
要点を把握できればよい

直前期の最後の仕上げ

論点は？ 結論 趣旨・理由条文
知識
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